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今
回
は
、
平
成
29
年
度
の
健
診
結
果
か
ら
、

血
糖
値
に
関
し
て
ま
と
め
た
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

■H
bA
1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）

　

H
bA
1c

は
、
糖
と
結
合
し
て
い
る
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
の
こ
と
を
指
し
、
こ
の
値
が
高
い

と
慢
性
的
に
血
液
中
に
糖
が
多
い
状
態
を
示

し
ま
す
。

　

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
てH

bA
1c

の
値

が
高
い
人
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

こ
れ
は
加
齢
と
共
に
イ
ン
ス
リ
ン(

※
１)

の
生
産
量
が
少
な
く
な
る
影
響
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
る
と
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
生
産
量
が
若
い
頃
の
約
3
分
の

2
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
生
産
で
き
て
も
、

肥
満
や
高
血
圧
、
高
中
性
脂
肪
血
症
や
低

LD
L

血
症
な
ど
が
一
因
で
、
血
糖
値
が
下
げ

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

H
bA
1c

の
値
が
６
・
５
％
以
上
の
人
は

高
血
糖
が
慢
性
的
に
持
続
し
て
い
ま
す
の
で
、

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※�

１
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
と
は
、
す
い
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
血
液
中
の
糖

分
を
全
身
の
細
胞
に
運
ぶ
働
き
を
し
ま
す
。

こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
生
産
、
分
泌
が
不
足
す

る
と
糖
尿
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す

■
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標
は
左
記
の
表

健康啓発シリーズ 20

●問い合わせ　保健医療課健康支援室
　　　　　　　☎53−2111  （内線2440〜2443）糖尿病注意報発令中

健診の結果から見えるもの
〜平成29年度の健診結果〜

１
の
通
り
で
す
。
糖
尿
病
性
腎
症
・
網
膜
症
・

神
経
症
な
ど
、合
併
症
予
防
の
た
め
に
は
７
・

０
％
未
満
が
目
標
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
働
き
盛
り
の
壮
年
期
に
７
・
０
％

以
上
の
人
が
多
く
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
高

い
現
状
に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
今
と
変
わ

ら
な
い
日
常
生
活
を
続
け
る
た
め
に
も
、
食

事
療
法
・
運
動
療
法
・
薬
物
療
法
を
行
い
、

合
併
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

次
の
人
は
、
１
月
末
ま
で
お
近
く
の
医
療

機
関
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
医
療
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

○
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
40
〜
74
歳
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

表１：血糖コントロール目標
目標HbA1c 内　　容

6.0%未満
適切な食事や運動療法だけで達
成可能な場合、または薬物療法
中でも低血糖などの副作用なく
達成可能な場合の目標とする

7.0%未満 合併症予防の観点からHbA1c
の目標を7％未満とする

8.0%未満
低血糖などの副作用、その他の
理由で治療の強化が難しい場合
の目標とする

糖尿病治療ガイド2018−2019（一般社団法人日本糖尿病学会）
より一部抜粋
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図１：HbA1cの現状

図２：血糖コントロール状況

血糖正常化を
目指す場合

合併症予防
の場合

治療強化が
困難な場合


